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生き方を考える

南
み な み

三
さ ん

陸
り く

にさく「はるかのひまわり」

　２０１１（平
へい

成
せい

２３）年３月１１日。ゆたかで美しい海に面した南
みなみ

三
さん

陸
りく

町歌
うた

津
つ

地

区にも，大きな津
つ

波
なみ

がおしよせ，あらゆるものをおし流し，いっしゅんにして多く

の人命と人々の生活をうばいました。

　ふっこうにはまだまだ時間がかかり，ひなん所での生活は津
つ

波
なみ

でひ害
がい

にあった

人々の心に大きなかげを落とし始めていました。がれきがてっ去されたあと地は草

木も生えていない，あれた野原になっていました。

　牧
まき

野
の

さんは，昔，歌
うた

津
つ

地区で町長をしていました。津
つ

波
なみ

で大切な家族はゆくえ不
ふ

明
めい

になり，そして変
か

わり果
は

てたふるさとのすがたに心をいためていました。

「何もかも流されてなくなってしまった……。」

　牧
まき

野
の

さんは，しんさいの後，大
だい

好
す

きだった海を見ることができませんでした。

　ある日，牧
まき

野
の

さんは，

「新
にい

潟
がた

県中
ちゅう

越
えつ

地
じ

震
しん

のひさい地からゆずり受けたひまわりの種
たね

をまく場所はないだろ

うか。ふるさとが元にもどるには時間がかかる。だけど，このあれた風
ふう

景
けい

のまま

なんてたえられない。」

と，知人の及
おい

川
かわ

さんから相談

を受けました。このひまわり

の種
たね

は「はるかのひまわり」

とよばれていました。

　１９９５（平
へい

成
せい

７）年１月１７日の兵
ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

により自たくがくずれ，神
こう

戸
べ

市の小

学校６年生，加
か

藤
とう

はるかさんがなくなりました。その半年後の夏，はるかさんの家があっ

た空き地に無
む

数
すう

のひまわりの花が，力強く，太陽に向かってさいていました。そのひまわ

りは，近所の人たちから，「はるかのひまわり」とよばれるようになり，これまで新
にい

潟
がた

県

など，さまざまなさい害
がい

のひさい地に種
たね

が送られ，花をさかせてきました。

「ふるさとを『はるかのひまわり』でいっぱいにしたい。」

　牧
まき

野
の

さんは，さっそく自分の畑に種
たね

をまきました。地いきの人たちも種
たね

まきに加
くわ

わりま

した。南
みなみ

三
さん

陸
りく

をひまわりでいっぱいにしたいという牧
まき

野
の

さんの願
ねが

いは，たくさんの人に伝
つた

わり，町じゅうにひまわりの種
たね

が配られました。ひなん所の人たちが小学校や中学校に種
たね

を配ったり，新聞配
はい

達
たつ

をしている人が，一けん一けん種
たね

を配ったりしました。「はるかの

ひまわり」の活動は，ひがいにあった人々の間につながりを生み，元気をあたえました。

「南
みなみ

三
さん

陸
りく

町と気
け

仙
せん

沼
ぬま

市を結
むす

ぶ約
やく

５０kmの道路にそって花をさかせ，『ひまわりロード』

をつくろう。」

　牧
まき

野
の

さんや及
おい

川
かわ

さんは，となり街
まち

の気
け

仙
せん

沼
ぬま

市の人々にもよびかけました。そのよびかけ

に，たくさんの人が集まり，ひまわりの種
たね

をていねいにまいていきました。
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大
おお

津
つ

浪
なみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

「高き住
すま

居
い

は児
こ

孫
まご

に和
わ

楽
らく

　想
おも

へ
（え）

惨
さん

禍
か

の大
おお

津
つ

浪
なみ

　

　此
こ

処
こ

より下に家を建
た

てるな」

「ここより下に家を建
た

てるな」と記す「大
おお

津
つ

浪
なみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

」は，岩
いわ

手
て

県宮
みや

古
こ

市姉
あね

吉
よし

地区にあります。

3000名近いぎせい者を出した1933（昭
しょう

和
わ

８）

年に三
さん

陸
りく

地方をおそった大
おお

津
つ

波
なみ

の後，そのとう達
たつ

点よりさらに高い場所に近りんの住
じゅう

民
みん

が建
た

てたと

いわれています。2011（平
へい

成
せい

23）年の東
とう

北
ほく

地方

太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

でさえ，この碑
ひ

の手前で

止まり，姉
あね

吉
よし

地区ではひ害
がい

をまぬがれた方も多かったそうです。

　何度も津
つ

波
なみ

におそわれている東
とう

北
ほく

地方では，「大
おお

津
つ

浪
なみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

」のような碑
ひ

の

ほか，近年最
さい

大
だい

の津
つ

波
なみ

であった1960（昭
しょう

和
わ

35）年のチリ地
じ

震
しん

津
つ

波
なみ

のとう達
たつ

点を記した表
ひょう

示
じ

板
ばん

が各地にありました。表
ひょう

示
じ

板
ばん

は，内
ない

陸
りく

深くまで津
つ

波
なみ

がしん入

してくることを，津
つ

波
なみ

を経
けい

験
けん

したことのない住
じゅう

民
みん

にも伝
つた

えるためのものでした。

　しかし，東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

は，従
じゅう

来
らい

の想定を大きくこえるも

のであり，多くの表
ひょう

示
じ

板
ばん

が津
つ

波
なみ

にのまれました。

　姉
あね

吉
よし

地区の先ぞは，当時経
けい

験
けん

したこともないような大
おお

津
つ

波
なみ

のとう達
たつ

点よりさ

らに高い地点に，「ここより下に家を建
た

てるな」というきびしい内ようの碑
ひ

を

残
のこ

しました。想定や経
けい

験
けん

をこえる津
つ

波
なみ

へのそなえを子
し

孫
そん

に語りつごうと考えた

のは，実さいに想ぞうをぜっする体
たい

験
けん

をした人々だったからこそかもしれませ

ん。

　長い年月をこえて先ぞの教えにけんきょに学ぶこと，想定や経
けい

験
けん

をこえる事
じ

態
たい

を想定すること。いずれも口でいうほどかん単
たん

ではありませんが，しょう来
らい

のさい害
がい

にそなえるために必
ひつ

要
よう

なことではないでしょうか。

　夏になり，「はるかのひまわり」は，南
みなみ

三
さん

陸
りく

町や気
け

仙
せん

沼
ぬま

市にたくさんの花をさかせ

ました。

　ひまわりは太陽に向かってまっすぐにせをのばし，前を向いてさいていました。そ

して，たくさんのひまわりたちが，まるでおどっているかのようにそよ風に心地よく

なびいていました。

　ひまわりのそばでは，子どもたちがえ顔で遊び，地いきの人たちが楽しそうに話を

していました。

　牧
まき

野
の

さんは，やわらかいまなざしでひまわり畑を見つめました。ひまわり畑の向こ

うには，青い海がきらきらとかがやいていました。

（写真提供　南三陸町観光協会）

▲大
おお

津
つ

浪
なみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

（写真提供　東日本大震災写真保存プロジェクト）

読んでみよう
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 学習活動 主な発問と予想される児童の反応 

導入 
 
 
 

今日の資料に興味

を持つ。 

 

 

○（P.60 の写真を活用し）津波の被害を受けた町を見ている３

人は、何を考えているのでしょう。 
 
 

展開 
 

変わり果てたふる

さとを見ている牧野

さんの気持ちを考え

る。 

 

 

「はるかのひまわ

り」の話を聞いた牧野

さんの気持ちを考え

る。 

 

 

ひまわり畑を見つ

めている牧野さんの

気持ちを考える。 

○変わり果てたふるさとの姿を牧野さんはどんな気持ちで見

ていたでしょう。 

・自分の思い出も何もかも流されてしまった。 

・何とかもとの姿にもどしたい。 

・ふるさとの人たちを元気づけたい。 

 
○「はるかのひまわり」の話を聞いた牧野さんはどんな気持ち

になったでしょう。 
・ふるさとの風景をひまわりでいっぱいにしたい。 
・これでふるさとの人が元気になるにちがいない。 
・ふるさとの人と協力してひまわりロードを作ろう。 

 
○ひまわり畑を見つめている牧野さんは何を考えているので

しょう。 
・子どもたちが喜んでくれてうれしい。 
・来年もいっぱいのひまわりを咲かしたい。 
・皆と協力して元のようなふるさとにしてみせる。 

 
まとめ 感じたことを発表す

る。 

○感じたことを発表しましょう。 

Ａ

Ｂ

道徳 4 年 道徳 4 年 

題 材 の ね ら い  

教科等との関連  

展 開 例  

生き方を考える 
 

南
みなみ

三
さ ん

陸
り く

にさく「はるかのひまわり」 
Ａ Ｂ

変わり果てたふるさとを元気にしたいという主人公の思いに沿って考

え、ふるさとのためにがんばることは、すばらしいと感じる道徳的心情を

育てる。 

道徳 ４（５） 

郷土の伝統と文化を大切にし、郷土を愛する心をもつ 

 

明日に生きる（高学年）の P60 の写真参照 

【参考】 

「はるかのひまわり絆プロジェクト」 

http://www.season.co.jp/haruka_sunflowerFB.htm 


